
なんば・天王寺・あべの地区の現況

１. 人口総数
２. 都市計画の指定状況
３. 都市再生緊急整備地域
４. 地域防災計画
５. 景観計画
６. みどりの風促進区域
７．都市公園・街路樹の整備状況
８．屋上緑化・公開空地等の緑化状況
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図 人口総数 H27年

１.人口総数

〇大半が商業地域であるほか、天王寺公
園などの大規模な公園が存在している
ため、拠点エリアにおける人口はそれ
ほど多くない。

〇周辺においては、古くからの密集市街
地が見られるため比較的人口は多く
なっている。
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用途地域・容積率・建ぺい率

図 用途地域図

用途地域 容積率 建ぺい率

第1種住居地域 300％ 80％

第2種住居地域

400％ 80％

300％ 80％

200％ 80％

近隣商業地域 300％ 80％

商業地域

1000％ 80％

800％ 80％

600％ 80％

400％ 80％

準工業地域
400％ 60％

300％ 60％

２.都市計画の指定状況 – (１)用途地域
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建築協定とは、地域の土地の所有者等全員で、地域に合わせて建築基準法
で規定されている基準に上乗せした基準（ルール）を定めた建築協定（契
約）を結ぶとともに、『運営委員会』を組織し、お互いに建築協定（契約）
を守り合い、魅力的なまちづくりを進めることを目的としている。
建築協定は、地域の土地所有者等の合意に基づく、一種の私法的な契約で

あるが『特定行政庁（大阪市長）の認可』を受けることにより、契約を締結
した当事者だけでなく、建築協定区域内の土地の所有者等が変わった場合で
も建築協定の効力が及び、建築協定を変更する場合は建築協定を結んでいる
協定参加者全員の合意、廃止する場合には過半数の合意が必要になるなど、
建築協定を継続して運用することができる。

２.都市計画の指定状況 – (２)建築協定

戎橋筋商店街建築協定

戎橋筋商店街では、ミナミの花道にふさわしい「安
心・清潔で賑わいのあるまち」の実現をめざすことを目
的に建築協定が締結されており、建物の敷地、位置、構
造・形態、用途、意匠などについて、以下の通り制限が
定められている。
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都市再生特別地区

図 都市再生特別地区

都市の再生拠点として、都市再生緊急
整備地域内において、既存の用途地域
等に基づく用途・容積率等の規制を適
用除外とした上で、自由度の高い計画
を定めることができる都市計画制度。

■都市再生特別地区

難波五丁目地区
（なんばスカイオ）

難波五丁目地区 約4.5ha 95/10 70/10 8/10 2,000㎡

阿倍野筋一丁目地区約2.3ha 160/10 80/10 8/10 2,000㎡

建築物の建ぺい率の

最高限度

建築物の建築面積の

最低限度
種類 面積

建築物の容積率の

最高限度

建築物の容積率の

最低限度

阿倍野筋一丁目地区
（あべのハルカス）

２.都市計画の指定状況 – (３)都市再生特別地区
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（難波・湊町地域（約36ha））
大阪の南の玄関口にあり、関西空港に直

結する主要交通拠点という立地特性を生か
して、球場や貨物ヤードなどの跡地の大規
模土地利用転換や既存建築物の機能更新・
改修により、人・情報・文化の交流・結節
拠点を形成するとともに、建築物の耐震化
や災害時の帰宅困難者の対応等による災害
に強い拠点形成を促進する。

都市再生緊急整備地域

図 都市再生緊急整備地域

阿倍野地域

内容 着色

都市再生緊急整備地域

３.都市再生緊急整備地域

難波・湊町地域
（難波地域）

難波・湊町地域
（湊町地域）

大阪駅周辺・中之島・御堂筋周辺地域

（阿倍野地域（約21ha））
天王寺・阿倍野ターミナルに近接する立

地特性を生かし、大阪の南の玄関口にふさ
わしい、商業・娯楽・居住・宿泊機能等が
複合した個性ある拠点を形成する。
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①広域避難場所
・浪速公園一帯、天王寺公園、
阿倍野再開発地区

②一時避難場所・災害避難場所
・難波元町小学校、学校法人大阪中華學校、
敷津小学校、天王寺小学校、ほか

・元町中公園、難波中公園、高岸公園、
逢坂公園、 山王第2公園、ほか

・阿倍野スポーツセンター、ほか

③緊急避難路（広域 重点14路線）
・国道26号（紀州街道）

防災関連施設

図 防災関連施設

４.地域防災計画

阿倍野再開発地区

浪速公園一帯

天王寺公園

国道26号
（紀州街道）
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